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沖縄県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議委員からの意見の概要について

会議：第21回沖縄県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議

日時：令和５年３月３日（金） ※ 書面開催

方法：電子メールによる意見聴取

構成員：① 国吉 秀樹 構成員 ② 仲松 正司 構成員 ③ 大野 真治 構成員

④ 田名 毅 構成員 ⑤ 山川 宗貞 構成員 ⑥ 仲宗根 正 構成員

⑦ 成田 雅 構成員 ⑧ 張 慶哲 構成員 ⑨ 佐々木 秀章 構成員

⑩ 宮里 義久 構成員 ⑪ 永田 恵蔵 構成員

１ 議題：警戒レベル判断見直しに係る保健医療の負荷状況について（委員意見集約）

【国吉 秀樹 座長】

○ 国からいろいろな方針が五月雨式に出ており、レベル引き下げについての議論

は必要である。

【仲松 正司 構成員】

○ 琉球大学病院の入院・外来状況とも逼迫の状況はないため、レベル１への引き

下げに賛同する。

【仲宗根 正 構成員】

○ 那覇市保健所の保健業務への負荷はほぼない。警戒レベル１相当と考える。

既に14道県がレベル１となっている。人口あたり全国最小レベルが続く沖縄県

が最初にレベル１になっていてもおかしくなかったと思う。

【田名 毅 構成員】

○ レベル1への引き下げでよいかと思う。

【佐々木 秀章 構成員】

○ 警戒レベル引き下げに賛成する｡

【成田 雅 構成員】

○ 現時点での入院、外来での状況からは警戒レベルのレベル１への引き下げは問

題ないと思う。

【永田 恵蔵 構成員】

、 、 。○ 北部地域を含め 県立北部病院も逼迫状況なく 救急・外来への負荷も少ない

警戒レベル１への引き下げは問題ないと考える。

【大野 真治 構成員】

○ 医療機関への負荷が少ない状態のようあるため、レベル１への引き下げに賛同

する。

【張 慶哲 構成員】

○ レベルの引き下げについて賛同する。
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２ その他の意見、所見等（委員意見集約）

【永田 恵蔵 構成員】

○ 一方で、地域では年度末らしさを伴う感染経路による感染も見られる。歓送迎

会、県外との移動である。一部には受験にも影響の出ている家庭もいる。また、

救急室には観光客（海外を含む）の来院者も増えてきており、一部有症状で観光

継続する人も見られる。

上記は一部の状況なので、医療や社会活動に影響はないと思うが、今後は、低

い警戒レベルを長く維持できるかが問題と考える。そのためには、ワクチン接種

率の向上と、沖縄県全体のCOVID19に対する理解が進み、状況に応じた感染対策

ができることだと思う。

、 、 、○ ワクチン接種率に関して 前回の会議 県立病院間のミーティングでも出たが

接種率の目標を県内に明示してはどうか。分類が変更されても、性質の変わらな

いCOVID19の理解が進むためには、死亡・重症例（小児も成人も 、ワクチンの）

効果、マスク着用についても専門家会議を通して、県として、知事からメッセー

ジを出していく必要があるのではないか。

○ 今後分類変更に伴い当会議はどうなっていくのか。分類変更により新たな感染

状況が出てくる可能性もあり、継続が望ましいと思う。

【佐々木 秀章 構成員】

○ 国からの通知と沖縄県の方針について今後ご提示いただき議論していければと

思う。

【仲宗根 正 構成員】

○ ５月８日以降の準備に早めに集中するほうが良いと考える。

【国吉 秀樹 構成員】

○ マスク着用解除についての決めごと、変異株検査の状況、ワクチン接種状況な

ど、他に話し合いたいこと（や現状の情報提供など）がないかどうか、今回でな

くていいから委員の先生方に聞いてはどうか。
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１ 国吉 秀樹 構成員 意見あり

２ 仲松 正司 構成員 意見あり（レベル１が相当）

３ 大野 真治 構成員 意見あり（レベル１が相当）

４ 田名 毅 構成員 意見あり（レベル１が相当）

５ 山川 宗貞 構成員

６ 仲宗根 正 構成員 意見あり（レベル１が相当）

７ 成田 雅 構成員 意見あり（レベル１が相当）

８ 張 慶哲 構成員 意見あり（レベル１が相当）

９ 佐々木 秀章 構成員 意見あり（レベル１が相当）

宮里 義久 構成員10
永田 恵蔵 構成員 意見あり（レベル１が相当）11


